第６部会（文化スポーツ教育）第９回部会概要

　日　時　平成１９年９月１４日（金）午後６時００分～午後８時００分

　場　所　第２委員会室

　出席者　部  会 員 ：川島芳治　平田誠治　小林　寛　菅井博昭　前野利一　

山本富美子

　　　　　事　務　局：企画グループ総括主幹二階堂一男　企画調整主査立中善則

　部会の冒頭　平田副部会長から、9月4日開催の第５回運営委員会の報告を行った。

　（報告内容）

　９月４日（火）第５回運営委員会が開催され「市からの情報提供」として、図書館の件について、6月21日、議会（総務・教育委員会）へ図書館の一部を補完する施設としての別館構想について情報提供しました。財源が確保されれば、本年度実施設計、平成２０年度に建設を予定していたところですが、防衛省の補助金が不採択となったことにより、財源を確保できないこととなりました。

そのため、来年度の建設は困難となりました。

　しかし、今後も教育委員会としては図書館の在り方について再度検討し、市民自治推進委員会に協議をしたいと考えておりますので、その際はよろしくお願いしたいという説明があり、今後のことについては、教育委員会からあらためて協議依頼が在りしだい、運営委員会で協議することになりました。
　議　題　１　「外部評価のまとめ」について

　社会教育グル－プ外部評価対象事業４本について、市民自治推進委員会外部評価

調書により評価を実施する。

※  外部評価の考え方等について

・部会員から事前に外部評価調書の提出を求めた。（6名から提出あり）

・部会として評価するにあたり、評価項目別に6名の合計点数を求め、6で除した

点数を評価点数とした。

・全項目の合計を求め、総合評価ランクを決定し、総合評価コメントを記載するこ

ととした。

※　外部評価実施の疑問点等について

・1回の説明では、十分な評価ができない。

・評価項目の理解が難しい。

・目的の妥当性の評価項目中実施理由の評価基準の配点について、義務づけ及び努力

　規定の点数が高く、市民要望により市が独自で実施する事務事業の点数が低いが、

義務付け等でない事業でも、市民要望など必要性が高いものもあるはずで点数の配

分に矛盾を感じた。

・三つの評価項目に振り分けるが困難なものがある。（５点３段階方式を変更できな

いか。）

※　質疑応答について

Ｑ：他部会ではどのように評価しているのか。

Ａ：第１部会では、担当者の出席を求め説明を聞きながら評価している。

　●外部評価結果について

　（1）三市合同女性国内派遣研修
　　　評価値　６１点　　総合評価ランク　　Ａ　　拡　大

　（２）ネイチャーセンター運営管理経費
　　　評価値　５７点　　総合評価ランク　　Ｂ　　維　持

　

　（３）市民生涯学習推進講座（ときめき大学）

評価値　５０点　　総合評価ランク　　Ｂ　　維　持

　（４）市民生涯学習推進講座（婦人短期大学）

評価値　５３点　　総合評価ランク　　Ｂ　　維　持

議題　２　その他について

（川島部会長）
何かありませんか。　　（なしの声あり）

【まとめ】

　　（１）平田副部会長に事務事業調書の総合評価のコメント等の整理をお願いする。

　 （２）外部評価事務事業４本について、運営委員会へ提出する。
　（３）外部評価実施した結果の次の事項について、運営委員会へ報告する。

　　　　①外部評価の結果、評価値　６１点、総合評価ランクＡ、拡大となったが事業内容等からして維持が望ましいと判断されるが、この場合その旨「総合評価のコメント」に記載してもよいのか。

　　　　②区分「目的の妥当性」　評価項目「実施理由」の評価基準「法律や条例で義務づけられている」、「法律や条例で努めるようになっている」、「特に義務はないが、ニーズに応じて実施」の評価にあたり、義務及び努力規定の点数は高いが、市民要望に対応し市独自の実施事業の点数が低いが、必要性の高い事業に対する配点の考慮すべきでないか。

　　　　③配点が「5点３段階方式」となっているが、これを変更することはできないか。

　

●　次回部会開催日について
　　平成１９年１０月９日（火）　午後６時～　第４委員会室

　●　次回の議題について

　　「外部評価のまとめ（総合評価コメント）」について







